
2025年 8月 16日 

臨床データ利用のお願い 

 

海南病院では、以下の研究を実施しています。本研究の対象者に該当する可能性のある方

で、カルテ情報を研究目的に利用されることをご希望されない場合などお問い合わせがあ

りましたら、お手数ですが以下の問い合わせ先にご連絡ください。 

 

1. 研究課題名 

超音波内視鏡下穿刺吸引法にて診断し得た転移性膵腫瘍 9例の検討 

 

2. 研究責任者 

海南病院 消化器内科 船戸智史 

 

3. 研究の概要 

転移性膵腫瘍は膵腫瘍の中でも稀であり、原発巣として腎癌、肺癌が多いとされていま

す。ただし近年の化学療法の発展により今後疫学は変化することが予測されます。また超

音波内視鏡（EUS）の所見の特徴は膵腫瘍の鑑別に非常に重要ですが、まだ症例の集積が

少ないのが現状です。 

そこで今回超音波内視鏡下穿刺吸引法にて診断し得た転移性膵腫瘍 9 例について検討す

ることとしました。対象は 2018年 3月から 2025年 2月までに EUS-FNAで診断し得た転

移性膵腫瘍 9 例で、後方視的に原発巣、原発発症からの期間、腫瘍局在、単発性/多発性、

腫瘍最大径、画像所見（CT、EUS）等についてその特徴を検討することとしました。 

本研究は研究対象者に対する新たな侵襲が生じないため不利益及び危険性の可能性は低

く、後方視的評価ではありますが、上記の通り症例集積の観点から重要度の高い研究と考

えます。 

 

4. 研究方法 

対象となる患者様：2018 年 3 月から 2025 年 2 月までに超音波内視鏡下穿刺吸引法にて

転移性膵腫瘍の診断となった患者様 

 残余検体：使用なし（追加検査等は行いません） 

 カルテ情報：外来受診や入院時の記録、超音波内視鏡検査所見、CT画像検査所見、病理

組織学的検査結果所見、年齢、性別、臨床経過といったカルテ記事記載内容を使用しま

す。 



 

5. 個人情報の取扱い 

貴重な患者さんの個人情報は、「個人情報保護法」及び「人を対象とする生命科学・医学

系研究に関する倫理指針」など各種法令に基づいて管理します。また、研究成果は学会や

学術雑誌で発表されますが、その際も患者様を特定できる個人情報は利用しません。 

 

6. 問い合わせ先・相談窓口 

JA愛知厚生連 海南病院 消化器内科  船戸智史 

電話：0567-65-2511（代表） 


